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開　場 ……………………… 10 : 30

日本酒贈呈式 ……………… 11 : 30

前哨戦 ……………………… 11 : 40

開会式、エール交換 ……… 12 : 00

対抗戦

閉会式

レセプション開始 ………… 15 : 30

レセプション終了 ………… 17 : 30

第  63  回
早慶定期戦スケジュール
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部 長 挨 拶

　はじめまして。羽田功前部長から引き継いで、今年度より、慶應義塾大学ボ
クシング部部長に就任した小菅隼人です。第63回早慶ボクシング定期戦の開催
にあたり、両校のボクシング部関係者の皆様ならびに先輩諸氏のご尽力に心よ
り感謝申し上げます。また、応援に駆けつけてくださった多くの皆様にもあつ
く御礼申し上げます。
　慶應義塾大学ボクシング部は1925年(大正14年)10月1日、慶應義塾拳闘
倶楽部として創設されました。以来、孤独の中で自分と向き合う不断の鍛錬と、

相手によって自己を高める切磋琢磨によって齎された、強靭な肉体と不屈の精神を持つ多くの卒業生を輩出して
きました。ボクシングは、相手の肉体と直接向き合い、触れ合うスポーツであるだけに、自分への甘えを戒め、
相手への敬意を忘れず、感謝と自信と誇りを胸にリングに上がることを私たちは常に心掛けています。
　ボクシングは相手を殴り倒すことを目的としたスポーツではありません。絶対的に安全を確保しつつ、自分を
高めることで相手を高め、相手からもまた自分を高めてもらう魂のスポーツであることを忘れないようにしてい
ます。リングには多くの人の魂が宿っていると私たちは思っています。早稲田大学ボクシング部は、慶應義塾で
ボクシングに取り組む学生たちに常にそのことを教えてくれる「良き師」であり、また、「最高の仲間」であると
私たちは思っています。早稲田という好敵手がいることが、慶應にとって最大の幸運であり、最高の強みなのです。
両校の切磋琢磨こそが早稲田と慶應が日本をリードする人材を多く出してきた最大の理由ではないでしょうか。 
　慶應義塾大学ボクシング部は関東大学リーグ戦 2 部において準優勝という快挙を成し遂げました。選手、監督、
コーチ、スタッフ、OBの努力が実った結果だと思っています。さらに高みを目指して自分たちの心身を鍛えるべく、
今日の早慶定期戦を臨んでいます。両校の選手諸君の健闘を祈念するとともに、ご来場の皆さまの熱い応援を心
よりお願い申し上げる次第です。

慶應義塾体育会ボクシング部

部　長　小 菅 隼 人

早稲田大学ボクシング部

部　長　平 山   廉

　令和元年 10 月よりボクシング部部長の職を拝命しました平山廉で

す。つい先日（11 月７日）は、プロの世界戦で史上稀に見る激闘が繰

り広げられて、ボクシングという競技の持つ魅力をあらためて日本の

みならず世界に伝えてくれたように思います。今年は、早稲田大学ボ

クシング部が昭和 4 年（1929 年）に創部されて 90 年という節目の年であります。本校の良きライ

バル校である慶応義塾大学ボクシング部も同じ長い歴史を歩んできました。試合当日は、日本の大

学スポーツの発展を支えてきた両校の部員たちが日々鍛えてきた心技体の成果を余すことなく発揮

してくれることでしょう。両校の現役部員が早慶戦で切磋琢磨して、さらなる技量の向上に邁進す

ることを切に願っております。令和元年を締めくくるのにふさわしい熱戦を期待する次第です。
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会 長 挨 拶

　第 63 回早慶ボクシング定期戦がここに開催できますことを御礼申し
上げます。これも偏に、両校のボクシング部関係者の皆様と諸先輩を
はじめ本日ご列席の関係各位のご支援、ご協力によるものでありまし
て、重ねて御礼申し上げます。
　今年度の関東大学ボクシングリーグ戦 2 部において、６校中２位の

成績を残すことができまして、35 年振りに準優勝することができました。次なる目標は、昨年に続
いての早慶戦での勝利でありますので、夏の山中湖合宿をはじめに部員達一同厳しい練習に励んで
まいりました。
　両校の選手をはじめ両校のボクシング部関係者、諸先輩の皆様にとって 63 回の開催となります早
慶戦は伝統ある特別な定期戦であります。「文武両道」を目指す早慶両校ならではのそれぞれ悔いの
ない、素晴らしい戦いを期待します。
　伝統の一戦に相応しい、両校選手諸君の健闘を祈念しますとともに、ご来場の皆様に両校選手へ
のご声援をお願い申し上げましてご挨拶といたします。

慶應義塾ボクシング三田会

会　長　田 口 隆 男

　第 63 回早慶ボクシング定期戦開催にあたり、ご尽力いただきました

両校関係者、東京都ボクシング連盟の皆様には厚く御礼を申し上げます。

今年度の早稲田大学ボクシング部は関東大学リーグにおいて、誠に残

念ながら 3 部最下位となり、4 部との入れ替え戦で辛勝し 3 部残留と

なりました。一方、慶応大学ボクシング部は 2 部リーグ準優勝をしており、両校の経験値を主因と

した力の差は歴然と開いています。経験で上回る相手を破るには、試合までのプロセス、即ち練習

で質・量ともに凌駕するしかありません。もちろん、追われる側も一層の差を広げるべく密度の濃

い練習を重ねているでしょう。

　試合は、積み上げたプロセスを披露する場です。両校選手にはこの試合の勝利に向けた、一年間

のプロセスの成果を存分に見せてもらいたいと思います。

そしてご来場の皆様には是非最後まで、両校選手への熱い応援を何卒宜しくお願い申し上げます。

早稲田大学稲門拳闘倶楽部

会　長　遠 藤 寛 治
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監 督 挨 拶

　第 63 回早慶ボクシング定期戦が開催されますこと及び、開催にあ

たってご尽力頂きました関係者の皆様に心より厚く御礼申し上げます。

　本日は厳しい練習を行ってきた選手、サポートする部員、高校生が

一丸となって全員で魂を込めて試合に挑みます

　最後まで厚いご声援の程何卒宜しくお願い申し上げます。

慶應義塾体育会ボクシング部

監　督　佐 藤 友 治

早稲田大学ボクシング部

監　督　岩 崎  仁

　平素は格別のご高配を頂き、厚く御礼申し上げます。

　令和元年に早稲田大学ボクシング部の監督を引き継いだ岩崎仁です。

　本日、第 63 回早慶ボクシング定期戦が開催できることを嬉しく思い

ます。開催にご尽力いただきました関係者の皆様に感謝申し上げます。

　学生の頃、無礼だった私に、今、慶応義塾體育會ボクシング部の大倉時彦総監督、佐藤友治監督

から温かいご指導をいただいております。柳澤典先輩からは社会人として多くを学ばせていただい

ております。ありがとうございます。渡邉慎介さんと全日本選手権をかけて戦い、太田悠介さんに

早慶戦で苦い思いをさせられ、慶大ボクシング部にまつわる思い出は数え切れません。

　今、早大ボクシング部は史上最低迷期です。関東リーグ戦を後楽園ホールで戦う慶大を観るたびに、

早大が蚊帳の外にいる疎外感に苛まれます。慶大ボクシング部に追いつけるよう、早大ボクシング

部は這い上がっていきたいと思います。皆さまの声援、叱咤激励のほど、何卒よろしくお願いします。
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主 将 挨 拶

　この度は第 63 回ボクシング早慶戦にお越しいただき誠にありがと

うございます。  はじめに、本早慶戦の開催にあたり、ご尽力くださっ

た両校 OB の方々をはじめたくさんの関係者の方に感謝いたします。

　今年度、本塾は 35 年ぶり２部準優勝という歴史的快挙を成し遂げ

ました。これは部員の頑張りはもちろんですが、試合のたびに会場に足を運んで声援してくださる

OBOG をはじめとした方々のおかげだと思っております。 

　今年は、本塾ボクシング部では史上初となる早慶戦４連覇がかかっております。新しい歴史を作

るため、部員一同日々厳しい練習に耐え抜いてきました。また、敵地早稲田開催ということもあり、

早稲田の部員、応援団、OBOG も大変気合が入っております。早慶戦４連覇という快挙を成し遂げ

るため、

　本塾ボクシング部に熱いご声援を頂ければ幸甚です。

慶應義塾体育会ボクシング部

主　将　井 上 慈 元

早稲田大学ボクシング部

主　将　能 登 科 子

　第 63 回早慶ボクシング定期戦の開催にあたり、ご尽力いただきまし

た沢山の関係者の皆様に心より御礼申し上げます。この度は第 63 回ボ

クシング早慶戦にお越しくださいまして、誠にありがとうございます。

今年度、早稲田大学ボクシング部は創部 90 周年を迎えました。こうし

て部員が競技に邁進できることも歴代の先輩方や多くの方々の支えがあってこそであると、感謝申

し上げます。

　今年度の３部トーナメント戦では、最下位という不甲斐ない結果に終わりました。トーナメント

戦の終了以降はより一層気持ちを引き締め早慶戦に向けて練習に取り組んできました。現在、慶應

大学ボクシング部は２部リーグ第２位と格上ですが、臆することなく正々堂々戦っていきたいと思っ

ております。

　本日は、リングで戦う選手、リング外で支えてくれる部員、早稲田を背負う全員に熱いご声援の

程よろしくお願いいたします。
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戦　績
回 年月日 勝負 スコア 場　　　所

1 昭 4．10．16 慶−早   4 − 3.5 大 隈 会 館

2 　 6．  5．14 引  分 4 − 4 〃

3 　 6．10．28 引  分 4.5 − 4.5 日 比 谷 公 会 堂

4 　 7．  9．25 早−慶 8 − 1 〃

5 　 9． 早−慶 5 − 4 〃

6    10． 早−慶 5 − 4 〃

7    11． 早−慶 5 − 4 〃

8    12． 早−慶 5 − 4 〃

9    13．  7．30 引  分 4 − 4 西 宮 球 場

10    13．11． 引  分 4.5 − 4.5 日 比 谷 公 会 堂

11    15．10．  7 早−慶 8 − 2 〃

12    16．11．  7 慶−早 6 − 4 〃

13    17． 早−慶 9 − 1 〃

14    31．  4．21 早−慶 5 − 4 山 野 学 苑 講 堂

15    32．  4．27 早−慶 5 − 2 品 川 公 会 堂

16    33．11．15 早−慶 4 − 3 後 楽 園 ジ ム

17    34．11．29 早−慶 6 − 1 〃

18    35．12．  3 慶−早 4 − 3 〃

19    44．12．21 慶−早 5 − 2 岸 記 念 体 育 館

20    45．11．14 早−慶 5 − 2 〃

21    46．11．13 早−慶 6 − 1 〃

22    48．  1．14 早−慶 4 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

23    48．11．17 早−慶 5 − 2 早 稲 田 大 学 記 念 会 堂

24    49．11．  2 早−慶 5 − 4 後 楽 園 ホ ー ル

25    50．11．  8 早−慶 4 − 3 〃

26    52．11．20 早−慶 6 − 1 岸 記 念 体 育 館

27    53．11．18 早−慶 6 − 1 早 稲 田 大 学 記 念 会 堂

28    54．11．24 慶−早 4 − 3 岸 記 念 体 育 館

29    56．11．21 早−慶 4 − 3 早 稲 田 大 学 新 体 育 館

30    57．11．23 慶−早 6 − 1 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

31    58．11．27 早−慶 4 − 3 〃

32    59．12．  8 早−慶 5 − 2 早 稲 田 大 学 記 念 会 堂

33    60．12．  7 慶−早 7 − 0 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

34    61．11．  2 早−慶 4 − 3 後 楽 園 ホ ー ル

35    62．12．11 慶−早 4 − 3 〃

36    63．12．25 早−慶 5 − 2 〃

37 平元．12．  8 早−慶 5 − 4 〃

38 　 2．10．27 慶−早 4 − 3 〃

39 　 3．  6．22 早−慶 5 − 2 〃

40 　 4．  6．28 早−慶 6 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

回 年月日 勝負 スコア 場　　　所

41 　 9．12．  7 早−慶 4 − 3 〃

42    10．12．  5 早−慶 5 − 4 早 稲 田 大 学 体 育 館

43    11．12．  4 早−慶 5 − 4 〃

44    12．12．10 早−慶 5 − 4 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

45    13．12．  1 慶−早 8 − 1 早 稲 田 大 学 体 育 館

46    14．12．  1 慶−早 4 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

47    15．11．29 早−慶 5 − 2 早 稲 田 大 学 体 育 館

48    16．12．  5 慶−早 5 − 2 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

49    17．12．  3 早−慶 5 − 4 早 稲 田 大 学 体 育 館

50    18．12．  3 慶−早 4 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

51    19．10．20 慶−早 8 − 1 早稲田大学小野記念講堂

52    20．11．29 慶−早 5 − 4 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

53    21．12．  5 早−慶 6 − 3 早 稲 田 大 学 体 育 館

54    22．12．  4 早−慶 6 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

55    23．12．17 早−慶 5 − 2 早 稲 田 大 学 体 育 館

56    24．12．  8 早−慶 4 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

57    25．12．  8 慶−早 4 − 3 早 稲 田 大 学 記 念 会 堂

58    26．12．  6 慶−早 4 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

59    27．12．  6 早−慶 4 − 3 早 稲 田 大 学 体 育 館

60    28．12．  3 慶−早 4 − 3 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館

61    29．12．  2 慶−早 ５−２ 早 稲 田 大 学 体 育 館

62    30．12．  1 慶−早 7 − 0 慶 應 義 塾 日 吉 記 念 館
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か
な　

こ
の
丘
に

高
く
新
た
に
生
き
ん
か
な

あ
ヽ
わ
が
義
塾

慶
應　

慶
應　

慶
應
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慶應義塾大学部員紹介

B 級　3 年
江嵜 歩人
元早稲田生

B 級　4 年
井上 慈元
頑張ります。

W 級　2 年
北岡 秀石

チカラ

B 級　3 年
佐藤  仁

皆さん頑張ってく
ださい。

W 級　4 年
相馬 一輝

勝ちましょう。

L 級　4 年
矢沢 遼太
　完全勝利

F 級　2 年
竹内 大祐

僕の後輩たちは早
稲田に負けない

マネージャー　4 年
田村 莉乃

期待してます。

B 級　3 年
池田 穂高

早稲田を倒してい
い年越ししまっせ

トレーナー　3 年
谷澤 莉久

４連覇

F 級　3 年
桑満 隆生

強くなるため毎日
歯を磨きます。

トレーナー　3 年
大縄 海聖

勝てるサポート
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F 級　1 年
久我 真央

全力応援

マネージャー　2 年
佐藤玲奈

一生懸命応援しま
す！

LW 級　1 年
中林 丈

頑張ります！

L 級　1 年
鈴木 豪

精一杯声を張り上
げます！

L 級　1 年
蔵前 慎之輔
全力で応援しま

す！

マネージャー　3 年
堀越 葉月

遠くにいますが全
力で応援します！

LF 級　3 年
古山 皓介

圧倒

マネージャー　3 年
本橋 怜子

協賛ありがとうご
ざいます

L 級　2 年
上田 竜司

チームに貢献します

W 級　2 年
武智 琉馬

連勝目指して頑張
ります。

L 級　2 年
松木 健太

勝って最高の年越
しを！

F 級　2 年
成澤 諒

痺れさせます
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LW 級　1 年
松村和 弥

応援でチームを勝利
に導きます

B 級　1 年
増田 賢人

全力でサポートし
ます！

F 級　1 年
法川 貴亮

応援頑張ります
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高 校 生 部 員 紹 介

LF 級

LF 級

L 級

B 級

LF 級

L 級

L 級

L 級

B 級 3 年

1 年

3 年

1 年

3 年

1 年

3 年

2 年

3 年
李 烘在

近藤 史弥

大中 勇輝

橋本 竜一

米田 大介

山崎 博雄

中村 想人

石橋 和也

安部 飛雄馬

B 級 LF 級 LW 級 B 級2 年 2 年 2 年 2 年
宇対瀬 夏壱 岸田 佑介 廣瀬 誠治 森田 雄伍



12

早 稲 田 大 学 部 員 紹 介

主将　4 年
能登 科子

後片付けしっかり
やります

LW 級　3 年
高橋 良典

骨折らないように
頑張ります !

副将 B 級　3 年
三輪 裕之

下剋上します。

L 級　3 年
井上 雄太郎

頑張ります !

LF 級　2 年
青木 真誉

自分のベストを尽
くします !

マネージャー　3 年
阿久津  美希

サポート精一杯頑
張ります。

L 級　３年

藁品 健介
頑張ります !

0

1

2

3

4

5

慈悲深さ

声の
大きさ

優しさ面白さ

喝の
大きさ

能登 科子

0

1

2

3

4

5

パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

スト
レッチ

藁品 健介

0

1

2

3

4

5

パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

身長

岡村 泰靖

慈…
声…
優……

能登 科子

0

1

2

3

4

5

パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

頼れる
リーダー

三輪 裕之

0

1

2

3

4

5

パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

カワウソ度

高橋 良典

0

1

2

3

4

5

パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

危険察知
能力

青木 真誉

慈…
声…
優……

…

能登 科子

0

1

2

3

4

5

パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

しゃべり
の癖

井上 雄太郎

0

1

2

3

4

5

慈悲深さ

声の
大きさ

優しさ面白さ

ツボ
の浅さ

阿久津 美希

0

1

2

3

4

5

パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

実利主義

水野 一輝

F 級　2 年
岡村 泰靖

全力で楽しんで勝
ちます。

W 級　2 年
清山 左近

コラソン

0

1

2

3

4

5

日本語わからないキャ
ラ演じがち

肉体美

優しさ面白さ

パンチ力

金 泳候

0

1

2

3

4

5

パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

イケメン

清山 左近

0
1
2
3
4
5

パン
チ力

肉体
美

優し
さ

面白
さ

カワ
…

高橋 良典

0

1

2

3

4

5

慈悲深さ

声の
大きさ

優しさ面白さ

愛され度

藤田 あかり

マネージャー　2 年
藤田 あかり

サポートを精一杯
頑張ります。

B 級　2 年
金 泳候

自分自身を信じた
いです。

L 級　2 年
水野 一輝

今までの努力を出
し切りたい。
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階級 役職 学年
氏名

意 気 込 み

部 員 紹 介

マネージャー　1 年
山﨑 楓果

サポートをがんば
ります !

F 級　1 年
磯村 時将

早稲田の勝利を目に
焼き付けたいです。

0

1

2

3

4

5

パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

顔が怖い

篠宮 拓武

01
23
45
パ…

肉…

優…面…

顔…

篠宮 拓武

0

1

2

3

4

5

パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

賢さ

磯村 時将

L 級　1 年
篠宮 拓武

ライト級で出場し
て勝ちたいです。

01
23
45
パ…

肉…

優…面…

顔…

篠宮 拓武

0

1

2

3

4

5

慈悲深さ

声の
大きさ

優しさ面白さ

声の高さ

山﨑 楓果

0

1

2

3

4

5

パンチ力

肉体美

優しさ面白さ

男前

松本 涼吾

L 級　1 年
松本 涼吾

一生懸命応援します.
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す
ね
。
あ
と
暇
な
時
は
、
地
元
の
ス
ー
パ
ー

に
行
っ
て
、
美
味
し
そ
う
な
も
の
を
探
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
学
業
と
部
活
の
両
立
は
大
変
で
は
な
い

で
す
か

青
木
：
忙
し
い
日
々
が
、
自
分
の
中
で
は
逆

に
充
実
し
た
日
々
に
感
じ
て
い
る
の
で
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
詰
め
て
い
た
方
が
自
分
と
し

て
も
時
間
に
有
効
に
使
え
て
い
る
の
か
な
と

い
う
ふ
う
に
感
じ
て
、
暇
よ
り
も
忙
し
い
方

が
い
い
で
す
。

―
―
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
上
が
る
こ
と
は

古
山
：
食
べ
物
で
す
か
ね
。
減
量
中
は
辛
く

て
も
、
減
量
が
終
わ
っ
た
ら
こ
こ
に
行
こ
う

と
決
め
て
、
友
達
と
約
束
す
る
こ
と
が
多
く

て
、
減
量
が
終
わ
っ
た
ら
こ
こ
に
食
べ
に
行

く
と
い
う
の
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
し
な
が

ら
減
量
し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
ボ
ク
シ
ン

グ
の
動
画
や
自
分
の
試
合
を
振
り
返
る
と
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま

す
。

青
木
：
自
分
も
似
た
よ
う
な
感
じ
で
、
強
い

選
手
や
自
分
の
参
考
に
し
て
い
る
選
手
の
動

画
を
見
る
こ
と
で
す
。
あ
と
は
、
や
っ
ぱ
り

食
事
で
、
試
合
が
終
わ
っ
た
ら
何
を
食
べ
た

い
か
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
減
量
中
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か

古
山
：
僕
は
食
事
に
す
ご
く
気
を
つ
か
っ
て

い
て
、
徐
々
に
食
べ
る
も
の
や
量
を
減
ら
し

て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
方
は
、

量
は
変
え
な
く
て
も
食
べ
る
も
の
を
変
え
て

い
く
よ
う
に
し
て
、
そ
の
後
量
も
減
ら
し
て

い
き
ま
す
。

青
木
：
自
分
も
余
計
な
も
の
は
な
る
べ
く
食

べ
な
い
よ
う
に
し
て
、
徐
々
に
食
事
を
減
ら

し
て
い
っ
て
、
最
後
に
ど
う
し
て
も
き
つ
く

な
っ
た
ら
水
分
も
な
る
べ
く
摂
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

―
―
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た

な
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

古
山
：
経
験
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
た
か
な

と
い
う
の
が
１
番
大
き
い
で
す
。
ボ
ク
シ
ン

グ
を
や
る
人
っ
て
な
か
な
か
い
な
い
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
競
技
人
口
も
、
サ
ッ
カ
ー
や
バ

ス
ケ
と
比
べ
る
と
多
く
な
い
と
い
う
部
分
も

あ
っ
て
、
人
を
殴
り
た
く
て
や
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
部
分
も
特

別
な
ス
ポ
ー
ツ
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
あ

と
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
全
国
大
会
に
出
て

注
目
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
聞
に
載
せ

て
も
ら
え
た
時
は
、
地
元
の
人
や
親
が
応
援

し
て
く
れ
た
り
、
声
か
け
て
く
れ
た
り
す
る

の
で
よ
か
っ
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

青
木
：
練
習
は
結
構
き
つ
い
メ
ニ
ュ
ー
も
多

く
て
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど

厳
し
い
メ
ニ
ュ
ー
を
日
頃
か
ら
や
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
厳
し
い
き
つ
い
メ
ニ
ュ
ー
を
こ

な
し
た
後
ほ
ど
達
成
感
が
あ
る
の
で
、
そ
こ

が
ボ
ク
シ
ン
グ
の
魅
力
か
な
と
思
い
ま
す
。

―
―
逆
に
辛
い
こ
と
は

古
山
：
減
量
中
が
一
番
し
ん
ど
い
で
す
ね
。

で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て

試
合
で
勝
て
る
と
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
し
、

乗
り
越
え
ら
れ
た
達
成
感
を
味
わ
え
ま
す
。

青
木
：
も
ち
ろ
ん
減
量
も
練
習
メ
ニ
ュ
ー
も

き
つ
い
の
で
す
が
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
や
試
合

で
強
い
選
手
と
戦
っ
て
、
自
分
の
力
の
な
さ

を
感
じ
る
時
が
自
分
の
中
で
は
辛
い
瞬
間
で

す
。

―
―
お
二
人
の
思
う
ボ
ク
シ
ン
グ
の
魅
力
と

い
う
の
は

古
山
：
拳
を
交
え
た
後
に
、
殴
り
合
っ
た
相

手
で
も
、
そ
の
後
の
交
流
で
仲
良
く
な
る
こ

と
が
あ
っ
て
、
試
合
や
ス
パ
ー
リ
ン
グ
の
後

に
話
す
こ
と
も
多
く
て
、
そ
こ
で
つ
な
が
り

が
生
ま
れ
る
の
が
ボ
ク
シ
ン
グ
の
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。

青
木
：
古
山
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
と

お
り
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
相
手
選
手
と
の

距
離
感
が
遠
い
と
い
う
か
。
で
も
、
ボ
ク
シ

ン
グ
だ
と
拳
を
交
え
る
こ
と
で
、
言
葉
で
表

す
の
は
難
し
い
で
す
が
、
友
情
が
生
ま
れ
る

と
い
う
か
・
・
・

古
山
：
普
通
と
は
違
う
新
し
い
つ
な
が
り
が

で
き
ま
す
。
変
わ
っ
た
つ
な
が
り
が
で
き
る

の
が
や
っ
ぱ
り
魅
力
で
す
。

―
―
早
慶
戦
に
対
す
る
思
い
は

古
山
：
僕
は
今
ま
で
早
慶
戦
は
勝
っ
た
と
こ

ろ
し
か
見
た
こ
と
が
な
く
て
、
そ
れ
を
途
絶

え
さ
せ
て
は
い
け
な
い
な
と
い
う
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
す
。

青
木
：
去
年
の
早
慶
戦
で
は
７
階
級
全
敗
し

て
し
ま
っ
て
、
早
稲
田
は
１
勝
も
で
き
な
い

ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
年
こ
そ

は
１
勝
で
も
多
く
で
き
る
よ
う
に
チ
ー
ム
で

高
め
合
っ
て
、
残
り
１
ヶ
月
間
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
早
慶
戦
で
注
目
し
て
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト

は
あ
り
ま
す
か

青
木
：
全
体
で
は
、
早
稲
田
は
大
学
か
ら
始

め
た
選
手
が
多
く
て
、
推
薦
で
入
っ
て
き
て

い
る
選
手
た
ち
よ
り
は
多
少
劣
っ
て
し
ま
う

と
こ
ろ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ガ
ッ
ツ
で

は
負
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

古
山
：
慶
応
は
、
Ａ
Ｏ
で
入
っ
て
き
た
人
が

多
い
と
い
う
部
分
が
あ
る
の
で
、
１
つ
１
つ

の
技
術
に
注
目
し
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
い

ま
す
。
高
校
か
ら
始
め
て
い
る
人
も
い
る
の

で
、
中
に
は
、
変
わ
っ
た
ボ
ク
シ
ン
グ
を
す

る
人
も
い
て
、
な
か
な
か
な
い
技
術
を
見
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
早
慶
戦
に
向
け
て
意
気
込
み

を
お
願
い
し
ま
す

古
山
：
勝
っ
て
い
る
と
こ
ろ
し
か
見
た
こ
と

が
な
い
の
で
、
そ
れ
を
途
絶
え
さ
せ
な
い
よ

う
に
、
全
員
で
残
り
１
ヶ
月
練
習
し
て
い
く

と
い
う
の
と
、
僕
自
身
は
勝
つ
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
内
容
も
し
っ
か
り
良
い
も
の
に
し
て

勝
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

青
木
：
今
ま
で
の
岩
田
翔
吉
さ
ん
や
、
去
年

卒
業
さ
れ
た
土
田
大
輔
さ
ん
（
平
31
教
卒
）

が
い
な
く
て
も
、「
早
稲
田
大
学
ボ
ク
シ
ン

グ
部
は
強
い
ん
だ
ぞ
」
と
い
う
と
こ
ろ
を
早

慶
戦
で
見
せ
ら
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
取
材
：
芦
澤
り
さ
）
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63
回
目
の
早
慶
戦
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

今
回
お
話
を
伺
う
の
は
、
エ
ー
ス
と
し
て

チ
ー
ム
を
引
っ
張
る
早
大
・
青
木
真
誉
（
創

理
２
＝
埼
玉
・
早
大
本
庄
）
と
慶
大
・
古
山

皓
介
（
環
３
＝
新
潟
江
南
）
の
お
二
人
。
ボ

ク
シ
ン
グ
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か

け
や
早
慶
戦
に
対
す
る
思
い
な
ど
、
素
直
な

気
持
ち
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

―
―
お
二
人
は
今
ま
で
に
交
流
や
面
識
は
あ

り
ま
す
か

古
山
：
去
年
の
（
早
慶
戦
の
）
試
合
相
手
が

青
木
く
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
、
今
年
階
級
が

同
じ
で
あ
れ
ば
、
２
回
目
の
対
戦
に
な
り
ま

す
。

―
―
お
互
い
の
印
象
を
教
え
て
く
だ
さ
い

古
山
：
僕
は
慶
応
の
コ
ー
チ
か
ら
、「（
青
木

は
）
め
っ
ち
ゃ
パ
ン
チ
力
強
い
よ
」
と
聞
い

て
い
た
の
で
、
初
め
て
試
合
し
た
時
は
少
し

ビ
ビ
っ
て
い
ま
し
た
。「
本
当
に
こ
の
子
そ

ん
な
に
強
い
パ
ン
チ
打
つ
の
か
な
」
と
い
う

疑
問
が
あ
っ
て
。
顔
か
ら
は
想
像
で
き
な
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
（
笑
）。

青
木
：
僕
も
情
報
を
結
構
教
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
古
山
さ
ん
は
リ
ー
グ
戦
で
も
全
勝
し

て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
て
、
全
日
本

や
国
体
に
も
出
ら
れ
て
い
る
選
手
な
の
で
、

自
分
は
大
学
か
ら
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
て
、

い
き
な
り
デ
ビ
ュ
ー
戦
の
相
手
が
そ
ん
な
に
強

い
人
で
大
丈
夫
か
な
と
す
ご
く
不
安
で
し
た
。

古
山
：
え
、
あ
れ
初
め
て
だ
っ
た
の
。

青
木
：
そ
う
で
す
。
去
年
の
早
慶
戦
が
デ

ビ
ュ
ー
戦
で
し
た
。
緊
張
し
ま
し
た
。

―
―
ボ
ク
シ
ン
グ
は
お
好
き
で
す
か

青
木
：
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
よ
る
の
で
す

が
、
基
本
は
好
き
で
す
。

古
山
：
僕
も
一
緒
で
す
ね
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
浮
き
沈
み
は
す
ご
く
激
し
い
の
で
す

が
、
楽
し
い
時
は
本
当
に
楽
し
い
し
、
辛
い

時
は
辛
い
の
で
。
で
も
な
ん
だ
か
ん
だ
好
き

で
は
い
ま
す
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
続
け
ら
れ

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

―
―
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

古
山
：
も
と
も
と
高
校
に
は
部
活
が
な
く

て
、
小
中
ず
っ
と
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
た

の
で
高
校
も
サ
ッ
カ
ー
を
や
ろ
う
か
な
と

思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
な
ん
と
な
く
も
う

い
い
か
な
と
思
っ
て
。
９
年
間
サ
ッ
カ
ー
を

や
っ
て
、
ま
た
３
年
間
や
る
の
は
も
っ
た
い

な
い
な
と
い
う
の
が
あ
っ
て
最
初
は
帰
宅
部

だ
っ
た
の
で
す
が
、
さ
す
が
に
動
い
て
い
な

い
と
気
持
ち
悪
く
て
、
運
動
不
足
解
消
に
ジ

ム
に
行
こ
う
か
な
と
い
う
の
が
き
っ
か
け
で

す
。

青
木
：
僕
は
も
と
も
と
空
手
を
や
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
大
学
で
何
か
打
ち
込
め
る
も
の

が
欲
し
い
と
思
っ
て
い
て
、
自
分
が
や
っ
て

み
た
い
な
と
思
っ
て
い
た
の
が
ボ
ク
シ
ン
グ

だ
っ
た
の
で
、
大
学
で
は
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に

入
り
ま
し
た
。

―
―
今
年
の
チ
ー
ム
の
特
徴
は
い
か
が
で
す

か青
木
：
早
稲
田
は
推
薦
の
制
度
で
選
手
を
と

れ
な
く
て
、
今
は
大
学
か
ら
始
め
た
選
手
で

チ
ー
ム
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
み

ん
な
で
声
を
出
し
合
っ
て
士
気
を
高
め
て
い

て
、
成
長
過
程
だ
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
こ
の
ま
ま
成
長
し
て
い
け
れ
ば
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

古
山
：
慶
応
も
早
稲
田
と
少
し
似
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
、
推
薦
制
度
が
そ
も
そ
も
な

く
て
、
Ａ
Ｏ
入
試
で
な
ん
と
か
年
に
１
人
受

か
る
か
受
か
ら
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
な
の

で
初
心
者
が
多
く
て
、
今
年
の
リ
ー
グ
戦
で

戦
っ
て
い
た
人
た
ち
も
半
分
く
ら
い
抜
け
て

し
ま
う
の
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
早
稲
田

と
一
緒
で
、
初
心
者
の
１
年
生
や
２
年
生
が

盛
り
上
げ
て
く
れ
る
よ
う
な
感
じ
か
な
と
思

い
ま
す
。

―
―
相
手
校
の
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
イ
メ
ー
ジ

は
い
か
が
で
す
か

青
木
：
慶
応
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
人
数

が
多
く
て
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
も
強
い
の
で
層

が
厚
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
ね
。

古
山
：
僕
は
１
年
生
の
時
に
岩
田
翔
吉
さ
ん

（
平
30
ス
ポ
卒
）
が
い
た
時
の
イ
メ
ー
ジ
で
、

必
ず
１
人
す
ご
く
強
い
選
手
が
い
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

―
―
好
き
な
ボ
ク
サ
ー
や
憧
れ
る
ボ
ク
サ
ー

は
い
ま
す
か

古
山
：
僕
は
、
新
潟
の
先
輩
で
、
高
校
教
師

を
や
り
な
が
ら
選
手
と
し
て
も
活
動
さ
れ
て

い
る
小
林
将
也
さ
ん
（
日
大
出
身
）
で
す
。

高
校
の
時
か
ら
何
回
か
指
導
を
も
ら
っ
た

り
、
相
手
を
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
て
、

そ
の
人
の
ボ
ク
シ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
な
ど
尊
敬

で
き
る
と
こ
ろ
が
多
く
て
好
き
で
す
ね
。

青
木
：
自
分
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ー
・

パ
ッ
キ
ャ
オ
選
手
で
す
。
彼
も
自
分
も
同
じ

左
利
き
な
の
で
す
が
、
す
ご
く
攻
撃
的
な
試

合
運
び
を
す
る
選
手
で
、
自
分
も
そ
う
い
う

ボ
ク
シ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
て
い
る
の

で
、
練
習
前
に
動
画
を
見
て
イ
メ
ー
ジ
を
つ

か
む
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

―
―
ご
自
身
の
部
内
で
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は

古
山
：
リ
ー
グ
戦
が
終
わ
っ
て
、
夏
か
ら
新

主
将
と
し
て
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の

で
、
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の
で
す
が
、
ま

と
め
役
と
い
う
か
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
、
去
年
よ
り
も
声
を
出
し
て
、
み
ん
な
を

引
っ
張
っ
て
い
く
よ
う
な
役
割
を
し
て
い
ま

す
。

青
木
：
自
分
も
あ
ま
り
ま
と
め
る
こ
と
は
得

意
で
は
な
い
の
で
、
チ
ー
ム
内
で
士
気
を
高

め
合
っ
て
い
け
る
よ
う
に
、
練
習
中
の
声
出

し
で
な
る
べ
く
出
す
よ
う
に
、
自
分
な
り
に

盛
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
―
オ
フ
の
日
は
何
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

古
山
：
僕
は
、
減
量
中
だ
っ
た
ら
ほ
と
ん
ど

寝
て
い
ま
す
ね
。
外
に
出
る
気
力
も
な
く
て
、

家
に
こ
も
っ
て
映
画
を
見
て
い
ま
す
。
減
量

中
で
は
な
く
て
も
映
画
を
見
に
い
く
こ
と
が

多
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
休
日
に
は
買
い
物

に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

青
木
：
自
分
は
理
系
の
学
部
な
の
で
、
課
題

に
追
わ
れ
る
休
日
を
過
ご
す
こ
と
が
多
い
で

エ 
ー 

ス 

対 

談
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篠
宮
：
早
稲
田
は
夏
に
監
督
が
変
わ
っ
て
か

ら
、
ス
パ
ー
リ
ン
グ
の
頻
度
が
す
ご
く
上
が

り
ま
し
た
。
ス
パ
ー
リ
ン
グ
の
方
が
緊
張
感

が
生
ま
れ
て
良
い
で
す
。
ま
た
、
早
明
戦
な

ど
部
全
体
で
戦
う
試
合
が
今
年
は
特
に
多
い

の
で
、
チ
ー
ム
全
体
の
ま
と
ま
り
や
、
練
習

で
の
声
出
し
も
増
え
て
、
今
は
活
気
が
あ
っ

て
い
い
感
じ
で
す
ね
。

─
─
練
習
メ
ニ
ュ
ー
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
は
あ
り
ま
す
か

武
智
：
対
人
練
習
が
好
き
で
す
ね
。
結
構
ガ

ン
ガ
ン
ス
パ
ー
リ
ン
グ
を
や
っ
て
い
き
た
い

タ
イ
プ
な
の
で
、
実
際
の
試
合
に
近
い
練
習

が
好
き
で
す
。（
松
村
は
）
階
級
が
近
い
の

で
や
ろ
う
と
言
う
ん
で
す
け
ど
、
全
然
や
っ

て
く
れ
な
い
の
で
物
足
り
な
い
で
す
（
笑
）。

松
村
：
武
智
さ
ん
は
強
い
の
で
（
笑
）。

武
智
：
や
っ
ぱ
り
基
礎
練
習
よ
り
も
対
人
練

習
の
方
が
楽
し
く
な
い
で
す
か
？

篠
宮
：
間
違
い
な
い
で
す
。
殴
ら
れ
る
の
も

好
き
な
の
で
（
笑
）。
で
も
一
番
好
き
な
の

は
サ
ン
ド
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。

武
智
：
本
当
で
す
か
？

松
村
：
絶
対
嘘
だ
。

一
同
：
（
笑
い
）

篠
宮
：
思
い
切
り
声
出
し
な
が
ら
打
っ
て
、

終
わ
っ
た
後
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
清
々
し
い
で

す
し
、
み
ん
な
で
声
を
出
し
な
が
ら
や
る
の

は
ま
と
ま
り
も
出
る
の
で
楽
し
い
で
す
。

武
智
：
本
当
で
す
か
…
。
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
っ

た
だ
け
で
そ
の
日
一
日
萎
え
る
（
笑
）。

松
村
：
高
校
の
時
す
ご
い
や
っ
て
ま
し
た
。

武
智
：
ま
じ
か
ー
っ
て
な
っ
て
た
。

松
村
：
試
合
の
２
週
間
前
く
ら
い
に
な
る
と

メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
る
ん
で
す
よ
ね
。

武
智
：
（
金
選
手
は
）
ど
う
で
す
か
？

金
：
今
や
っ
て
い
る
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
練
習
が

一
番
大
事
な
の
で
、
練
習
す
る
の
は
楽
し
い

で
す
。

武
智
：
相
手
の
パ
ン
チ
を
防
げ
る
と
う
れ
し

い
で
す
よ
ね
。

金
：
か
っ
こ
い
い
で
す
。

武
智
：
で
す
よ
ね
、
気
が
合
う
！

─
─
反
対
に
嫌
い
な
メ
ニ
ュ
ー
は

武
智
：
ロ
ー
ド
ワ
ー
ク
で
す
か
ね
。

篠
宮
：
僕
も
ロ
ー
ド
ワ
ー
ク
で
す
。
あ
、
で

も
階
段
ダ
ッ
シ
ュ
で
す
か
ね
。
雨
の
日
は
や

る
ん
で
す
。

武
智
：
と
に
か
く
走
り
た
く
な
い
。

篠
宮
：
減
量
中
と
か
階
段
ダ
ッ
シ
ュ
絶
対
や

り
た
く
な
い
で
す
。

武
智
：
僕
は
走
る
の
が
嫌
い
な
の
で
、
ロ
ー

ド
ワ
ー
ク
や
階
段
ダ
ッ
シ
ュ
が
嫌
い
で
す

ね
。
も
し
か
し
て
満
場
一
致
で
す
か
？

金
：
私
も
嫌
い
で
す
…
。

─
─
オ
フ
の
日
の
過
ご
し
方
や
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
方
法
は
何
で
す
か

篠
宮
：
俺
は
と
り
あ
え
ず
食
べ
る
こ
と
で
す

ね
。
減
量
中
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、
毎
昼
１
キ

ロ
以
上
食
べ
な
い
と
気
が
収
ま
ら
な
い
で

す
。
高
田
馬
場
に
あ
る
伝
説
の
す
た
丼
屋
で

丼
２
杯
と
か
食
べ
ま
す
。

武
智
：
え
…
。

松
村
：
自
分
ラ
ー
メ
ン
屋
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
い
ま
し
て
、
メ
ニ
ュ
ー
で
す
た
飯
が
あ

り
ま
す
。

一
同
：
（
笑
い
）

篠
宮
：
そ
れ
偽
物
で
す
。

松
村
：
一
応
う
ち
の
店
と
し
て
は
先
ら
し
い

で
す
。
す
た
飯
ど
ん
ど
ん
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？

篠
宮
：
い
や
、
知
ら
な
い
で
す
。

武
智
：「
す
た
飯
」と「
ど
ん
ど
ん
」が
混
ざ
っ

て
き
た
よ
！

松
村
：
結
構
キ
ッ
チ
ン
に
入
る
の
で
作
っ
て

ま
す
。

武
智
：
そ
れ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
？

松
村
：
い
や
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
は
な
ら
な

い
で
す
ね
、
超
混
む
の
で
。

武
智
：
そ
う
な
ん
だ
（
笑
）。
僕
は
寝
る
こ

と
が
一
番
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
す
ね
。
月

曜
日
が
オ
フ
な
の
で
、
日
曜
日
の
練
習
が
終

わ
っ
た
後
は
１
２
時
間
以
上
寝
て
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

金
：
僕
は
行
っ
た
こ
と
の
な
い
場
所
に
行
く

の
が
好
き
で
す
。
例
え
ば
先
週
は
こ
こ
（
早

稲
田
）か
ら
近
く
に
あ
る
公
園
に
行
き
ま
し
た
。

篠
宮
：
楽
し
い
ん
で
す
か
？

金
：
散
歩
を
し
て
い
ま
す
。

一
同
：
（
笑
い
）

金
：
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
…
。

松
村
：
渋
い
で
す
ね
。
自
分
も
結
構
公
園
で

座
り
な
が
ら
ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
結
構
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
な
り
ま
す
ね
。

武
智
：
そ
れ
は
大
学
１
年
生
に
見
え
な
い
よ

（
笑
）。

─
─
今
後
に
つ
い
て
、
目
標
は
あ
り
ま
す
か

武
智
：
卒
業
後
の
目
標
は
全
く
見
え
て
な
い

で
す
ね
。
ま
だ
や
り
た
い
こ
と
や
な
り
た
い

も
の
を
探
し
て
い
る
途
中
で
す
。
最
近
は
そ

れ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
多
く
て
、
自
分

は
何
が
し
た
い
の
か
な
と
。

篠
宮
：
僕
は
ボ
ク
シ
ン
グ
は
こ
の
４
年
で
燃

え
尽
き
て
、
部
活
を
引
退
し
た
ら
筋
ト
レ
を

し
て
ガ
チ
マ
ッ
チ
ョ
に
な
る
の
が
楽
し
み
で

す
。今
は
無
駄
な
筋
肉
を
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
。

金
：
私
は
ま
だ
考
え
て
な
い
で
す
ね
…
。

松
村
：
僕
は
ボ
ク
シ
ン
グ
と
一
緒
で
、
打
た

せ
ず
に
打
つ
、
み
た
い
な
。

武
智
：
何
言
っ
て
る
か
わ
か
ん
な
い
よ

（
笑
）。

─
─
こ
こ
か
ら
は
早
慶
戦
の
お
話
に
戻
り
ま

す
。
早
慶
戦
は
ど
ん
な
試
合
だ
と
考
え
て
い

ま
す
か

松
村
：
リ
ー
グ
戦
は
後
楽
園
ホ
ー
ル
で
戦
う

の
で
、
す
ご
く
華
が
あ
る
試
合
な
ん
で
す
け

ど
、
早
慶
戦
も
歴
史
が
あ
る
し
、
違
っ
た
華

が
あ
り
ま
す
。

武
智
：
早
慶
の
体
育
会
に
入
っ
た
ら
早
慶
戦

に
出
る
っ
て
い
う
の
は
ひ
と
つ
の
目
標
に
は

な
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
ボ
ク
シ
ン
グ
部

は
（
早
慶
戦
の
）
時
期
が
遅
い
の
で
、
い
か

に
良
い
結
果
を
残
し
て
一
年
を
締
め
く
く
る

か
、
と
い
う
試
合
で
す
ね
。

篠
宮
：
こ
の
前
の
早
明
戦
で
も
感
じ
た
ん
で

す
け
ど
、
リ
ー
グ
戦
や
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
と

は
違
っ
て
、
応
援
部
や
チ
ア
も
来
て
く
れ
て
、

準
備
が
大
変
だ
し
、
い
ろ
ん
な
方
に
支
え
ら

れ
て
い
る
試
合
だ
な
と
ひ
し
ひ
し
と
思
い
ま

す
。

金
：
早
慶
戦
は
長
い
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
あ
る
の

で
、と
て
も
大
事
な
試
合
だ
な
と
思
い
ま
す
ね
。

─
─
早
慶
戦
に
向
け
て
意
気
込
み
を
お
願
い

い
た
し
ま
す

松
村
：
今
シ
ー
ズ
ン
を
締
め
く
く
る
試
合
な

の
で
、
良
い
結
果
を
残
し
て
終
わ
り
た
い
で

す
し
、
し
っ
か
り
頑
張
り
た
い
で
す
。

篠
宮
：
自
分
は
ま
だ
一
年
で
出
ら
れ
な
い
ん

で
す
け
ど
、
そ
の
分
先
輩
方
を
死
に
物
狂
い

で
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
思
い
が
一
番
強
い

で
す
。

金
：
実
は
去
年
、
自
分
は
早
慶
戦
で
完
全
に

負
け
ま
し
た
。
や
は
り
２
部
と
３
部
は
差
が

あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
今
回
自
分
と

チ
ー
ム
を
し
っ
か
り
信
じ
て
戦
い
た
い
で
す
。

武
智
：
全
力
で
臨
む
の
は
も
ち
ろ
ん
、
お
互

い
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

シ
ッ
プ
を
持
っ
て
正
々
堂
々
と
戦
え
た
ら
良

い
な
と
思
い
ま
す
。

─
─
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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歴
史
あ
る
早
慶
戦
を
間
近
に
控
え
、
両
校

が
準
備
を
進
め
る
な
か
、
新
し
い
試
み
と
し

て
早
慶
下
級
生
対
談
を
実
施
す
る
運
び
と

な
っ
た
。
今
回
は
、
早
大
か
ら
金
泳
侯
（
政

経
２
・
韓
国
ソ
ウ
ル
）
と
篠
宮
拓
武
（
教
１
・

成
蹊
）、
慶
大
か
ら
武
智
琉
馬
（
環
２
・
新
田
）

と
松
村
和
弥
（
総
１
・
浅
野
）
の
４
名
に
、

先
輩
に
対
す
る
印
象
や
早
慶
戦
に
向
け
て
の

意
気
込
み
な
ど
を
伺
っ
た
。

※
こ
の
取
材
は
２
０
１
９
年
１
１
月
３
日
に

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

─
─
早
慶
戦
前
企
画
と
し
て
、
１
、２
年
生

対
談
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
ど
う
思
わ
れ
ま
し

た
か

武
智
：
今
ま
で
上
級
生
の
方
々
が
企
画
を
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
企
画
に
１
、

２
年
生
な
が
ら
参
加
で
き
る
と
い
う
の
は
そ

う
そ
う
な
い
経
験
で
す
し
、
誇
ら
し
く
う
れ

し
い
気
持
ち
は
あ
り
ま
し
た
。

篠
宮
：
僕
も
同
じ
で
歴
史
が
あ
る
早
慶
戦
の

前
企
画
に
（
早
大
を
）
代
表
し
て
自
分
が
参

加
で
き
た
の
は
う
れ
し
い
で
す
。

─
─
み
な
さ
ん
が
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め
た

き
っ
か
け
は

松
村
：
自
分
は
中
学
１
年
生
の
時
に
、
学
校

の
担
任
の
先
生
が
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
顧
問

で
、
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

武
智
：
慶
應
の
中
で
一
番
ボ
ク
シ
ン
グ
歴
長

い
ん
じ
ゃ
な
い
？

松
村
：
歴
で
言
っ
た
ら
そ
う
で
す
ね
。

金
：
私
は
大
学
か
ら
始
め
ま
し
た
。
プ
ロ
ボ

ク
シ
ン
グ
が
と
て
も
好
き
で
、
興
味
が
あ
っ

た
の
で
一
回
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
。

篠
宮
：
自
分
も
大
学
始
め
で
す
。
高
３
の

時
、
テ
レ
ビ
で
ボ
ク
シ
ン
グ
を
観
て
、
自
分

も
リ
ン
グ
に
立
っ
て
殴
り
合
い
を
し
て
み
た

い
な
、
強
い
人
間
に
な
り
た
い
な
と
思
っ
て
、

大
学
に
入
っ
た
ら
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に
入
ろ
う

と
決
め
ま
し
た
。

武
智
：
僕
は
高
一
か
ら
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始
め

ま
し
た
。
中
学
の
先
輩
か
ら
誘
わ
れ
て
、
体

験
に
行
っ
た
ら
楽
し
く
て
、
殴
る
と
い
う
行

為
が
楽
し
く
て
、
め
っ
た
に
な
い
経
験
だ
な

と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
最
初
は
避
け
る
の

が
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
自
分

で
や
っ
て
み
た
い
と
考
え
た
の
も
き
っ
か
け

で
す
。

─
─
大
学
で
の
ボ
ク
シ
ン
グ
は
い
か
が
で
す
か

武
智
：
大
学
で
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
っ
て
み
て

ど
う
で
す
か
？

篠
宮
：
殴
る
の
も
そ
う
で
す
け
ど
、
殴
ら
れ

る
の
も
楽
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

一
同
：
（
笑
い
）

篠
宮
：
昨
日
の
ス
パ
ー
リ
ン
グ
で
先
輩
の
パ

ン
チ
で
（
目
の
上
に
）
青
ア
ザ
を
作
っ
て
し

ま
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
目
が
腫
れ
て
ち
ょ
っ

と
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に

入
っ
て
、
自
分
の
Ｍ
気
質
に
気
づ
き
ま
し
た
。

武
智
：
殴
ら
れ
た
ら
痛
く
な
い
で
す
か
？

篠
宮
：
三
輪
さ
ん
に
結
構
や
ら
れ
た
ん
で
す

け
ど
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
痛
い
よ
り
楽
し

い
が
上
回
り
ま
す
。

松
村
：
絶
対
に
殴
ら
れ
た
く
な
い
で
す
け
ど

ね
…
。

武
智
：
普
通
そ
う
だ
よ
な
。
殴
ら
れ
た
ら

ち
ょ
っ
と
イ
ラ
っ
と
す
る
（
笑
）。

─
─
殴
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
方
っ
て
、
他
に

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か

武
智
：
あ
ん
ま
り
聞
い
た
こ
と
な
い
で
す

ね
。
打
た
れ
強
い
と
い
う
方
は
い
ま
す
け
ど
、

打
た
れ
る
の
が
好
き
と
い
う
方
は
初
め
て
お

会
い
し
ま
し
た
ね
。

一
同
：
（
笑
い
）

金
：
私
は
最
初
、（
ボ
ク
シ
ン
グ
を
す
る
の

が
）
す
ご
く
怖
か
っ
た
で
す
。
で
も
初
め
て

の
ス
パ
ー
リ
ン
グ
で
３
回
ダ
ウ
ン
を
も
ら
え

た
の
で
、
私
は
練
習
を
す
れ
ば
ボ
ク
シ
ン
グ

が（
も
っ
と
）で
き
そ
う
だ
な
と
考
え
ま
し
た
。

─
─
お
互
い
の
部
の
イ
メ
ー
ジ
は

篠
宮
：
リ
ー
グ
戦
の
時
、
僕
は
１
年
生
な
の

で
当
番
を
し
て
（
慶
大
の
試
合
を
）
見
て
い

た
ん
で
す
が
、
や
は
り
２
部
で
上
位
に
い
る

の
で
差
が
あ
る
な
と
思
い
ま
す
し
、
早
稲
田

は
大
学
始
め
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
今
は
雲
の

上
の
存
在
で
す
。
で
も
い
つ
か
は
追
い
つ
き

た
い
目
標
で
も
あ
り
ま
す
。

松
村
：
先
ほ
ど
話
し
た
高
校
の
先
輩
で
あ
る

淡
海
先
輩
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
。

武
智
：
僕
は
ま
だ
２
年
で
す
け
ど
、
大
学
始

め
の
方
が
多
い
中
、
僕
ら
み
た
い
な
高
校
か

ら
始
め
た
よ
う
な
選
手
に
も
食
ら
い
つ
い
て

く
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
練

習
量
を
積
ん
で
い
て
、
気
合
が
あ
る
学
校
な

ん
だ
な
と
思
い
ま
す
。

─
─
で
は
ご
自
身
の
部
の
先
輩
に
対
し
て
抱

く
イ
メ
ー
ジ
は

武
智
：
慶
應
は
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
方
が
多
い

な
と
思
い
ま
す
。
縦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
積
極
的
で
、
話
し
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、

ご
飯
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

松
村
：
確
か
に
、
そ
う
で
す
ね
。

武
智
：
１
年
と
４
年
仲
良
く
な
い
？

松
村
：
は
い
、
仲
良
い
で
す
。

武
智
：
学
年
は
離
れ
て
ま
す
が
、
盛
ん
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
ま
す
ね
。
そ

ち
ら
（
早
大
）
は
ど
う
で
す
か
、先
輩
方
は
？

篠
宮
：
僕
た
ち
も
似
て
い
る
ん
で
す
け
ど
、

先
輩
た
ち
は
よ
く
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。
減

量
中
と
か
し
ん
ど
い
と
き
も
笑
わ
せ
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
、
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
偉
大
で
す
。

金
：
早
稲
田
は
４
年
生
が
い
な
い
の
で
、3

年
生
の
先
輩
た
ち
が
み
な
さ
ん
キ
ャ
プ
テ
ン

み
た
い
で
す
。

─
─
み
な
さ
ん
が
な
り
た
い
先
輩
像
は

松
村
：
や
は
り
強
い
男
で
す
か
ね
。

武
智
：
さ
す
が
、
顔
が
物
語
っ
て
る
。
自
分

の
戦
績
や
背
中
で
引
っ
張
っ
て
い
け
る
先
輩

は
か
っ
こ
い
い
と
思
っ
て
ま
す
。

松
村
：
し
の
ご
の
言
わ
ず
に
つ
い
て
こ
い
、

み
た
い
な
。

武
智
：
あ
ま
り
語
ら
ず
、
寡
黙
に
ね
。

篠
宮
：
僕
も
そ
う
思
い
ま
す
ね
、
男
な
の
で
。

武
智
：
あ
と
僕
的
に
は
結
構
後
輩
と
話
し
た

い
で
す
ね
。
背
中
で
語
っ
て
い
て
も
、
全
く

喋
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
う
の
で

（
笑
）。
間
違
っ
た
こ
と
は
指
摘
し
て
、
そ
れ

と
同
時
に
自
分
も
成
長
し
て
い
き
た
い
で

す
。
僕
ば
か
り
話
し
て
ま
す
が
大
丈
夫
で
す

か
？
（
笑
）

篠
宮
：
全
て
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
完
璧

で
す
。

─
─
現
在
の
部
の
仕
上
が
り
は
い
か
が
で
す
か

武
智
：
部
内
の
実
戦
経
験
が
増
え
て
き
た
の

は
慶
應
と
し
て
は
大
き
な
部
分
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
く
プ
ロ
ジ
ム
や
他
の
学
校
に
出

向
か
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
今
ま

で
よ
り
か
は
対
人
練
習
や
経
験
が
増
え
て
い

て
、
個
人
の
レ
ベ
ル
が
上
が
る
と
部
内
の
ス

パ
ー
リ
ン
グ
の
レ
ベ
ル
も
上
が
る
の
で
。

松
村
：
ま
と
ま
り
が
で
て
き
た
か
な
と
思
い

ま
す
。
高
校
ま
で
個
人
戦
ば
か
り
や
っ
て
い

ま
し
た
が
、（
リ
ー
グ
で
の
）
団
体
戦
は
よ

り
力
が
出
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

下 
級 

生 

対 

談
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アマチュアボクシングの見かた
■ 勝 敗 の き め 方 ■

 1. ポイント勝 (WP)
　勝としたジャッジの数できめる。（レフェリーは採点しない）
 2. 棄権 (ABD)
　棄権を申し出たり、セコンドがタオルを投げ入れたとき。
 3. レフリーストップコンテスト (RSC) 
　技量に格段の差があるとき、又は負傷で競技が続けられないとき。
 4. 失格 (DSQ) 勝
　反則を犯し、レフェリーから失格を宣言されたとき。
　（１回でも失格になることがある。主な反則行為の項を参照）
 5. ナックアウト (KO) 勝
　ナックダウンされた選手がレフェリーの 10 数える間に立てなかったり、競技が継続できないとき。
 6. 不戦 (WO) 勝
　相手がリングに登場しないとき。
※ノウ・コンテスト廃止。それまでのポイントで勝者を決める。

■ 得 点 の 与 え 方 ■
 1. 採点法
　10 ポイントマストシステム…各ジャッジはすべてのラウンドで優勢な競技者に 10 点、劣勢な競技者にその
度合いに応じて 9 点から 6 点の得点を与える。10 － 10 の判定はない。
 2. 採点の基準
　ジャッジは以下の条件により両競技者の価値を競規則に基づき自主的に判断する。

①ターゲットエリアへの質の高い打撃の数。
②主導権を持って競技を進めていること。
③積極的に競技を進めていること。
④技術や戦術が優勢であること。

 3. 得点の与え方
① 10 －９ 接近したラウンド
② 10 －８ 優勢に試合を進め勝者がはっきりわかるラウンド
③ 10 －７ 完全に優勢なラウンド
④ 10 －６ オーバーマッチ
※ジャッジは警告による減点を得点に反映させない。

■ 主 な 反 則 行 為 ■
 1. ベルトライン以下の加撃や足をすくったり、蹴ったり、膝で突くこと。
 2. 頭や肩、前腕、肘を衝き当てたり、喉を締めたり、または腕や肘で相手の顔を圧すること。
 3. オープングローブやグローブの内側、手首、または側面で打つこと。
 4. 相手の背部を加撃すること。
 5. ビボット　ブロー
 6. ロープを握って加撃したり、ロープの不当な利用。
 7. ライイング・オン
 8. 相撲行為をすること（とくにクリンチで）
 9. ダウン中や、立ちあがりつつある相手を加撃すること。
10. 相手の頭や胴、足をつかんだり、抱いたり、相手の腕の下に手を押し入れること。
11. 相手を引っ張ること。
12. 危険性のあるベルト以下のダッキング。
13. 攻撃を避けるための完全遮蔽や故意のダウン。
14. 競技中の非礼な挑発的言動。
15.「ブレーク」を命じられて、すぐに後退しないこと、とくに後退しないで打つこと。
16. どんな場合でもレフェリーにたいして反抗的な態度をとること。
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主 な 反 則 行 為

クラス別ウエイト ライトフライ級＜ LF ＞ ～ 49kg

 フライ級＜ F ＞ ～ 52kg

 バンタム級＜ B ＞ ～ 56kg

 ライト級＜ L ＞ ～ 60kg

 ライトウェルター級＜ LW ＞ ～ 64kg

 ウェルター級＜ W ＞ ～ 69kg

 ミドル級＜ M ＞ ～ 75kg

 ライトヘビー級＜ LH ＞ ～ 91kg

 ヘビー級＜ H ＞　　　　　　　　　 　91kg 超

アマチュアボクシングは選手の健康管理を厳しくチェックしています
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対抗戦組み合わせ

早 稲 田 慶 應 義 塾
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info@meizan-tea.co.jp
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税務・経営・相続のご相談

高井税理士事務所
税理士　高井　俊一
〒162-0041
東京都新宿区早稲田鶴巻町 574 番地
Tel　 03－3268－9331
Fax　03－3268－5299
慶應義塾体育会ボクシング部 OB
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祝第63回早慶ボクシング定期戦

昭和59年卒

伊達幸輝
ボクシング三田会幹事長

31

祝第62回早慶ボクシング定期戦

昭和59年卒

伊達幸輝
ボクシング三田会幹事長

LPガス供給・住宅設備機器販売

有限会社 大津燃料

〒２３９−０８０８
神奈川県横須賀市大津町３−２２−１６

電話 ０４６−８３６−３６２３
FAX  ０４６−８３４−９６６１
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63

東京都台東区寿３−９−３

夢とゆとりをお届けいたします

創業明治 34 年横浜元町

近沢レース店

株式会社 近澤レース店　代表取締役社長　近澤 弘明
横浜市中区石川町 1-40-1　Tel.045-661-0851（代表）http://www.chikazawa-lace.com

＜近沢レース店　協賛広告＞

※サイズ：100%（146×55mm）

※刷色：BK（1c）

2011.5

夢とゆとりをお届けいたします

創業明治 34 年横浜元町

近沢レース店

株式会社 近澤レース店　代表取締役社長　近澤 弘明
横浜市中区石川町 1-40-1　Tel.045-661-0851（代表）http://www.chikazawa-lace.com

＜近沢レース店　協賛広告＞

※サイズ：100%（146×55mm）

※刷色：BK（1c）

2011.5
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祝第６３回 

早慶ボクシング定期戦 

前ボクシング部長 
顧問 
慶應義塾大学名誉教授 

伊藤 行雄 

祝 第63回ボクシング早慶戦

昭和39年卒

田村榮規

昭和 39年卒

　田村榮規
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祝第６２回 

早慶ボクシング定期戦 

 
       前ボクシング部長 
       顧問 
       慶應義塾大学名誉教授 

 

伊 藤 行 雄 

 

祝 第61回ボクシング早慶戦

昭和39年卒

田村榮規

昭和 39年卒

　田村榮規

62

ラーメン  どん  
営業時間：11時〜26時（月から土）	
  

11時〜22時（日）	
  
〒２２３−００６１	
  

神奈川県横浜市港北区日吉２丁目１ー８	
  
電話：０４５−５６４−１７２１	


 

 

横浜市港北区日吉本町 

      一の二十四の一 

〇四五—五六二—二九七四 

おもや
お食事処 

お好み焼き・もんじゃ

(住所)神奈川県横浜市港北区日吉本町１‐23‐12 １Ｆ

(アクセス)東急東横線/東急目黒線/横浜市営地下鉄 日吉
駅徒歩30秒。西口改札を出て、マクドナルドがある道へ

(営業時間) : 16:00～翌2:00 ・年中無休

☎045-561-6354

〒223-0052
神奈川県横浜市港北区綱島東1-6-2
TEL / 34-531-4356

和定食のファストフード
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祝第６２回 

早慶ボクシング定期戦 

 
       前ボクシング部長 
       顧問 
       慶應義塾大学名誉教授 

 

伊 藤 行 雄 

 

祝 第61回ボクシング早慶戦

昭和39年卒

田村榮規

昭和 39年卒

　田村榮規

62

ラーメン  どん  
営業時間：11時〜26時（月から土）	
  

11時〜22時（日）	
  
〒２２３−００６１	
  

神奈川県横浜市港北区日吉２丁目１ー８	
  
電話：０４５−５６４−１７２１	


 

 

横浜市港北区日吉本町 

      一の二十四の一 

〇四五—五六二—二九七四 

おもや
お食事処 

お好み焼き・もんじゃ

(住所)神奈川県横浜市港北区日吉本町１‐23‐12 １Ｆ

(アクセス)東急東横線/東急目黒線/横浜市営地下鉄 日吉
駅徒歩30秒。西口改札を出て、マクドナルドがある道へ

(営業時間) : 16:00～翌2:00 ・年中無休

☎045-561-6354

〒223-0052
神奈川県横浜市港北区綱島東1-6-2
TEL / 34-531-4356

和定食のファストフード

お好み焼き・もんじゃ

(住所)神奈川県横浜市港北区日吉本町１‐23‐12 １Ｆ

(アクセス)東急東横線/東急目黒線/横浜市営地下鉄 日吉
駅徒歩30秒。西口改札を出て、マクドナルドがある道へ

(営業時間) : 16:00～翌2:00 ・年中無休

☎045-561-6354

ネパール・インド・アジアン料理

KHUKURI
クークリ



28

健康中華

小青蓮
〒223-0061 神奈川県横浜市港北区日吉2-6-3

℡ 045－565－4008

定休日 なし (ビル点検、年末年始等除く)

営業時間 11：00～15：00/17:00～23：00

東急東横線 日吉駅 徒歩２分

とんかつ、カレーライス、定食・食堂 

とらの息子 
TEL 045-561-2986 

神奈川県横浜市港北区日吉２-２-10 

 

 
 
 

横浜ラーメン
武蔵家

営業時間：⽉~⽊、⽇・祝 11:00-25:00

⾦・⼟ 11:00-26:00

場所：神奈川県横浜市港北区⽇吉本町1-3-19

アクセス：⽇吉駅徒歩2分。中央通り2つ⽬の⾓を右へ。

麺場 ハマトラ
日吉店

営業時間：11：00～25：00
TEL： 045-564-8618
〒 223-0062

神奈川県横浜市港北区日吉本町1-6-21
日吉黒田ビル1F

極上汁麺

らすた
RA SU TA

(営業時間)11:30～翌1:00

☎045-565-1608

神奈川県横浜市港北区日吉本町1-5-41

東急東横線「日吉駅」より徒歩４分

《クーポン》 この広告を見せて頂いた

お客様に、大盛りまたはのり無料サービス！
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創業明治元年

早稲田 八幡鮨
〒169-0051 東京都新宿区西早稲田３−１−１
電話＆FAX(03)3203-1634
Hp http://yahatazushi.com/ Facebook も是非ご覧ください

21

創業明治元年

早稲田 八幡鮨
〒169-0051 東京都新宿区西早稲田３−１−１
電話＆FAX(03)3203-1634
Hp http://yahatazushi.com/ Facebook も是非ご覧ください

　　　　名  誉  会  長　　 面　川　　磐（S.19 年卒）

　　　　代表取締役会長　井　上　　潔（S.38 年卒）

　　本　社　　〒 210-0854　川崎市川崎区浅野町 5 番 8 号

　　　　　　　　　　　　　　TEL：０４４（３４４）４２３１

　　　　　　　　　　　　　　FAX：０４４（３４４）４２４６

　　工　場　　川崎工場　広島工場　九州工場

金属深孔明け加工の PIONEER 　SINCE 1964
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堀　口　昌　信（Ｓ .37 年卒）
堀　口　昌　彰（Ｈ .  3 年卒）
堀　口　将　司（Ｈ .11 年卒）

〒 253-0041　神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎 1-4-25-3 Ｆ
ＴＥＬ　０４６７－８２－４７４５

ワセダクラブ ボクシングスクール

スクール生 募集中！！

■ 場所：早稲田大学早稲田キャンパス体育館  地下 2 階ボクシング部練習場
■ 日時：毎週土曜日 13:30 ～ 15:00
■ 対象：小学生以上
■ お申し込み：下記お電話 ･ ＦＡＸ又は E-mail にてお申し込み下さい。

ＮＰＯ法人ワセダクラブ事務局

〒 167-0023　東京都杉並区上井草 3-32-6　伊地知ビル 1F

℡：03-3301-5930　FAX：03-3301-5920　E-mail：wasedaclub_box@yahoo.co.jp

http://www.geocities.jp/wasedaclub_boxing/index.html 

■ 場所：早稲田大学早稲田キャンパス体育館  地下 2 階ボクシング部練習場

■ 日時：毎週 土曜日 13：30～15：00

■ 対象：小学生以上

■ お申し込み：下記 お電話・ＦＡＸ又はＥ－ｍａｉｌにてお申し込み下さい。

ＮＰＯ法人ワセダクラブ事務局

〒167-0023 東京都杉並区上井草 3-32-6 伊地知ビル 1F

℡：03-3301-5930 FAX：03-3301-5920 E-mail：wasedaclub_box@yahoo.co.jp
http://www.zh.em-net.ne.jp/~wsdc-boxing/
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日常を見守る

〒372-0824  群馬県伊勢崎市柴町738-3

TEL 0270-31-3600   FAX 0270-31-3601

https://obuchi-keibi.co.jp

交通誘導警備・施設警備

Facebookも更新中！

広告１／８

T E L / F A X  　３２３２－６６３５

割烹 桂

活とらふぐちり鍋と雑炊タップリコース 3,700円（税抜き）

〒169-0075
東京都新宿区高田馬場二ノ一七ノ一

高田馬場駅前伊勢浪ビル一階
電話 〇三（三二〇〇）一五〇九番

一七二五番

ふぐ料理・懐石料理

〒169-0071 東京都新宿区戸塚町1-102-11
ニューライフ早稲田1F

TEL 03-6205-9791     FAX 03-6205-9792
mail: n.ishii@aanda.tokyo.jp

早稲田大学南門徒歩20秒 元気に営業中！
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広告１／８

かわうち

〒169-0051 東京都新宿区西早稲田２−３−２２
第3山武ビル１F

早稲田店０３−３２０５−４１２９
大久保店０３−３３６４−３４４５

西早稲田

かわうち

〒169-0051 東京都新宿区西早稲田２−３−２２
第3山武ビル１F

早稲田店０３−３２０５−４１２９
大久保店０３−３３６４−３４４５

西早稲田

いのうえ
ブルーベリーファーム

摘みたて！新鮮！！

八王子で生まれた紫の宝石

JR中央線西八王子駅よりバス15分
二頭のヤギ達がお待ちしております

皆様に愛されて100周年

金城庵
TEL 03-3203-4591

東京都新宿区西早稲田1-18-10


